
こんな取り組みを進めていきます

　→ごみの減量、資源化の意識改革のために実施。
①家庭系ごみの有料化を行う

　→無料の回収拠点を設置。資源化の向上を目指す。
③資源ごみなどを拠点回収する

　→ごみ出しの負担減、ごみ捨て場の不法投棄抑制のために実施。
②粗大ごみの戸別回収を行う

ごみ減量およびリサイクルに関する問合せ（審議会含む）
市庁舎新館２階　環境政策課
℡0897－52－1367

答申の詳細
はこちら▶
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当市はごみの排出量が多く、処理施設や自然環境に負担が掛かっています。
ごみを減らすため、審議会では対策としてごみ袋の有料化などの提案が出されました。
減量を実現するには皆さんの力が必要です。どうかご理解・ご協力をお願いします。

市内で出るごみは、「プラス
チック類」・「紙類」・「厨

ちゅうかい
芥類

（生ごみ）」が9割。プラスチ
ック類は、燃やすと温室効果
ガスが発生し気温上昇による
自然環境の悪化（台風の頻発・
海面上昇による高潮の発生な
ど）につながります。

�１日１人当たりの排出量が、全国
平均639ｇなのに対し、西条市は
752ｇ。年間で１人当たり約42㎏
も差があります。再生できる資源
ごみを、分別せずに捨てているこ
とが原因の一つです。リサイクル
率の全国平均は19.6％で、当市は
8.7％と資源化が進んでいません。

出典：環境省令和元年度一般廃棄物処理実態調査
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(g) １日１人当たりの
家庭系ごみ排出量

西条ってそんなに
ごみが多いの？　

自然環境にも
悪影響

大量のごみ処理は
負担が大きい
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約10.4 億円は
一般財源（市税など）

から捻出

約11億1,800万円

約7,500 万円

※容積比

紙類
26.7％

厨芥類
14.2％

プラス
チック類
50.2％

その他

紙類・厨芥類・プラス
チック類で 90％以上

西条のごみを減らそう！ 
ごみ減量のための施策を計画中

REDUCEとは、ごみになるものを
減らすこと。ビニール袋はもらわず
に、エコバッグなどを使いましょう。

R
リ デ ュ ー ス

EDUCE（減らす）

スーパーなどの店頭回収を利用する。
紙ごみはまとめて紙袋に入れ、紙ひも
で縛れば、資源ごみとして出せます。

R
リ サ イ ク ル

ECYCLE（再利用）

要らなくなったものでも、捨てず
にフリーマーケットを利用したり、
修理して長く大切に使いましょう。

R
リ ユ ー ス

EUCE（再使用）

ごみの減らし方
今日からできる！２月７日、ごみ減量のための審議会が開催

され答申を受けました。これをもとに課題
改善に取り組んでいく予定です。減量や、
分別などにご協力をお願いします。

�大量のごみを処理する施設は巨額の
維持費が掛かります。私たちが捨て
ているものの中には、再利用できる
もの・誰かが使いたいものがあるか
もしれません。安心して住み続けら
れるまちにするために、私たちが力
を合わせて必要以上にものを買わな
い・ごみを減らすなど、ものとの向
き合い方を変える必要があります。


